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本日の次第（案）

１ 省エネ・再エネ戸建住宅の耐震について（建築物重量化に伴う見直し）

２ wallstatによるシミュレーション紹介（京都大学 生存圏研究所 中川貴文 准教授）

３ 事務局からの連絡
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１．省エネ・再エネ戸建住宅の耐震について
（建築物重量化に伴う見直し）

説明内容

〇 国「木造建築物における省エネ化等による建築物の重量化に対応するための必要な

壁量等の基準（案）の概要」（令和5年12月時点）に関する補足資料の抜粋他

１．建築物の重量化による地震時の危険性
２．木造戸建建築物の壁量基準や柱の小径基準の見直し
・仕様の実況に応じた壁量計算
・上記計算の必要壁量試算例（早見表）
・表計算ツールによる壁量計算
・準耐力壁の取扱い
・準耐力壁の仕様・倍率
・準耐力壁の壁倍率の求め方例
・柱の小径算定方法の見直し
・柱の必要小径試算例（早見表）

３．住宅性能表示制度、長期優良住宅認定制度における壁量基準等の見直し
４．木造戸建住宅の構造確認方法まとめ（２種類の壁量計算と構造計算）
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出典元：令和４年２月１日社会資本整備審議会資料（国交省）抜粋
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１．建築物の重量化による建物の危険性
住宅政策本部
（事務局）

◇建築物の地震力は建物重量に係数（せん断力係数等）を乗じて算出
◇省エネ・再エネ住宅は太陽光発電や高性能サッシ、断熱材で重量増加



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋 5

２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇必要壁量算定方法の見直し（詳細）
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２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇必要壁量算定方法の見直し（必要壁量試算例）
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２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇必要壁量算定方法の見直し（壁量計算ツール）
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２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇必要壁量算定方法の見直し（準耐力壁の取扱い）
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２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇必要壁量算定方法の見直し（準耐力壁の仕様・倍率）
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２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇必要壁量算定方法の見直し（準耐力壁の壁倍率の求め方例）
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２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇柱の小径算定方法の見直し（詳細）
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２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇柱の小径算定方法の見直し（柱の必要小径試算例）
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２．木造戸建建築物の壁量基準や小径基準の見直し
住宅政策本部
（事務局）



出典元：建築基準法・建築物省エネ法改正法制度説明資料（令和5年11月）抜粋

◇壁量計算は建築基準法の改正に整合、耐震等級２及び３は係数1.25倍、1,5倍を乗じて算出
◇長期優良住宅の認定基準は改正後の耐震等級２へ見直し
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３．住宅性能表示制度、長期優良住宅認定制度における
壁量基準の見直し

住宅政策本部
（事務局）



②荷重の実態に合わせて壁量計算する場合①現行の床面積に係数を乗じて必要壁量を計算する場合

③その他 構造計算（許容応力度計算等）する場合
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３．木造戸建住宅の構造確認方法まとめ
（２種類の壁量計算と構造計算）

住宅政策本部
（事務局）

ケース３：構造確認方法が異なる３種類（現行の壁量計算、荷重実態に合わせた壁量計算、許容応力度計算）の

同一スペック（耐震等級１相当）での比較 ＊能登半島地震（K-NET輪島：震度6強）

ケース１：現行の壁量（軽い屋根とZEH水準）での比較
＊能登半島地震（K-NET正院：震度6強）

ケース２：荷重実態に合わせて計算した壁量

（耐震等級１，２，３）での比較
＊能登半島地震（K-NET輪島：震度6強）
＊熊本地震（益城町役場本震：震度７）

ケース４：旧耐震と新耐震（2000年まで）と新耐震（現行）での比較 ＊建築基準法極めて稀に発生する地震、第二種地盤

wallstatによるシミュレーションの想定ケース ＊は入力地震動



２．wallstatによるシミュレーション紹介
京都大学 生存圏研究所 中川貴文 准教授

説明内容

◇想定したケース

〇ケース1：現行の壁量（軽い屋根とZEH水準）での比較

〇ケース2：荷重実態に合わせて計算した壁量（耐震等級１，２，３）での比較

〇ケース3：構造確認方法が異なる３種類（現行の壁量計算、荷重実態に合わせた壁量計算、

許容応力度計算）の同一スペック（耐震等級１相当）での比較

〇ケース4：旧耐震と新耐震（2000年まで）と新耐震（現行）での比較
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※別紙にて説明



３ 事務局連絡

説明内容

〇令和５年度プラットフォーム活動スケジュール
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令和５年
４月～６月 ７月～９月 １０～１２月

令和６年
１月～３月

会議体

主な
活動
内容

令和5年度プラットフォーム活動スケジュール

●（第3回）

連絡協議会
●（第4回）

連絡協議会
●（第1回）

連絡協議会
●（第2回）

連絡協議会

冬季の省エネ 普及啓発
住生活月間等イベント（パネル展示、相談会想定）

冬のＨＴＴ12/1～3/31

各団体：普及啓発、相談窓口の設置、技術力向上に関する取組支援

メルマガ配信（概ね月1回）／10月ホームページ部分更新済み

夏季の省エネ 普及啓発
HTT施策周知（ピークカット等）

◎2/15~3/24◎12/5~20◎6/1~21＊想定都議会日程→ ◎9/20~10/7

令和６年度第１回連絡協議会の予定：5/17(金)13:30～ 第一本庁舎5階大会議場

11/10 2/9

●（第1回）

分科会
●（第2回）

分科会
●（第3回）

分科会
●（第4回）

分科会

普及促進事業補助金

〇連絡協議会（全住宅関係団体参加）：情報発信/共有（都の施策、補助金、団体活動など）

〇分科会（活動テーマ毎の希望団体参加）：課題等を協議し連絡協議会で共有

住宅政策本部
（事務局）

●住まいに役立
つ情報展2023

●ジャパンホーム＆
ビルディングショー

12/1

●知っていますか？
エコ住宅体験会
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